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１ 計画の策定にあたって 
 
 石巻は、北上川と石巻湾の水の利を活かして栄えた石巻湊が礎と

なったものであり、今も私たちの周りには旧北上川をはじめ北上運河

や雲雀野海岸などの豊かですばらしい水辺が広がり、市民の「誇り」そ

して「宝」であります。 

 しかし、このような水辺も「歩く場所が無い」「車が危険」など気軽に近

寄れないところもあります。また、豊かな水辺は石巻の観光資源でもあ

り、活かしきれていないのが現状であります。 

 そのため、市民そして観光客が気軽に水辺に集い、「憩い」「楽しみ」

そして将来を担う子供たちがふるさと石巻を「学べる」ことができるよう

な石巻らしい水辺を、この計画からスタートしたいと考えております。 
 
      

                       石巻市長 亀山 紘 
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※本計画案に記載のルート及び拠点の名称は案(仮称)であり、今後、 
   公募等により親しみやすい呼称しやすい名称を決める予定。 



２．計 画 の 目 的 、 進 め 方  

第１回プロムナード計画懇談会 
（平成２２年５月開催） 

 計画懇談会メンバーは、プロムナードの利活用を重視し、旧北上川や北北上運河で活動を行っ

ている市民団体、そして石巻湊の歴史、旧北上川の観光振興、女性や若者の視点などから６名

の委員を選定した。さらに旧北上川と北北上運河等に係る行政担当として４名のオブザーバーに

参画いただいた。                          （委員及びオブザーバー 計１０名） 

東北学院大学 経営学部 教授（舟運文化） 斎藤 善之 

石巻専修大学 経営学科 特任教授（観光学） 清水 義春 

石巻千石船の会 会長 邉見 清二 

母なる北上川を愛する女性の会 会長 毛利 スミ子 

（社）石巻青年会議所 理事長 千葉 郁雄 

石巻市長 亀山 紘 

（ １ ） 計 画 策 定 の 背 景 ・ 目 的 （ ２ ） 計画策定の考え方とフロー 

（ ３ ） 計 画 策 定 懇 談 会 

 石巻には、悠々とした流れを感じる旧北上川や近代日本開拓の息吹を感じる北北上運

河（貞山運河）、潮風を感じ往来する船舶を眺められる雲雀野海岸などの貴重な水辺

空間があり、水運で栄えた石巻の顔、そして観光資源である。 
 しかし、これら水辺空間は、歩行者が安全で快適に歩くための散策道（プロムナード）が

整ってないことや、道が不連続で歩きにくいなどの問題や課題があり、市民や観光客が

気軽に水辺に近づき散策を楽しめる環境にはなっていない。（観光資源の未活用） 
 そのため、水辺のすばらしさを感じ、安全で快適に散策できる「いしのまき水辺の緑の

プロムナード」を整備そして水辺の利活用の促進を図るものである。 

▲ 水 辺 の 現 状 

散 策 路 が 無 い 

雲 雀 野 海 岸 旧 北 上 川 

頻 繁 な 交 通 量 

 プロムナードの目的そして効果としては、①市民や観光客が気軽に水
辺を楽しみながら歴史文化等を知る、②石巻の将来を担う子供たちに
旧北上川を学び知ってもらう、③憩いと健康の増進、④観光振興など
を期待。 

 中心市街地を囲む水辺空間（雲雀野海岸～旧北上川～北上運河）※を
計画範囲とする。 

※中心市街地活性化との連携を念頭として中心市街地を囲む水辺を範囲 
 計画目標をおおむね１０年後とし、プロムナードイメージや断面につい

ても１０年後の姿をイメージ。 
 気軽に水辺に親しむ計画のため、水上利用の検討は行わない。 
 整備等の方向性を定めた計画（具体な設計やスケジュールは無い）。 
 計画に記載の整備・管理・利活用は、国・県・市・民間・ＮＰＯや市民団

体・市民等を範囲とする。 

計画策定の範囲 

中心市街地活性化との連携を考え、中心市街
地を囲む水辺をプロムナードとして具体を検討 

良好な景観や史跡などのポイントを抽出・整理 

ポイン ト をつなぐ プロムナ ードルート の検討 

ルートイメージの検討（イメージパースまたは断面） 

市 民 と の 意 見 交 換 （ 計 画 調 整 ） 

市民との双方向 
の意見交換 

計 画 案 OUTPUT 
懇談会案 市へ提言 

策

定

フ

ロ
ー

チ

ャ
ー

ト 

懇

談

会

（
３
回

開

催

） 

町内会長との意見交換、シンポジウム 

策定後 計
画
の
具
体
化
に
つ
い
て

関
係
者
等
と
検
討
・
調
整 

旧北上川部分を抽出・加工して国土交通省へ申請 

河川整備と一体的なまちづくりを推進 

国土交通省 北上川下流河川事務所長 島田 昭一 

宮城県 東部地方振興事務所長 戸村 俊幸 

宮城県 東部土木事務所長 鷲巣 俊之 

宮城県 石巻港湾事務所長 浅野 耕作 

懇談会委員（６名） 

オブザーバー（４名） 

※宮城県東部地方振興事務所長は、８月１８日開催の第
２回まで佐々木昭男氏が参画 

敬称略 

敬称略 

（４）計画策定に係る市民との意見交換（計画調整） 

 本プロムナード計画を円滑に推進していくためには、行政（国・県・市）と市民による適切な役割分担のもと、緊密に
連携して取り組んでいく必要がある。（特に、拠点の利活用や運営等については、地域の方々の理解と協力が不可欠） 
 このため、計画策定段階から多くの市民にも参画していただき、ご意見を伺いながら計画づくりを進める。  

計
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案

（
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沿

川

住

民

と
の
意

見

交
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第

１
段
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（
沿
川
の
37
町
内
会
と
の
意
見
交
換
） 

計

画

案

の

修

正 

多
数
の
市
民
と
の
意
見
交
換 

第

２
段

階 

12
月
5
日 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催 

計

画

確

定 

策定後 
国
・
県
へ
の 

要
望 

（仮称）いしのまきかわまちづくり計画 

市
民
と
の
意
見
交
換
イ
メ
ー
ジ 
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公
民
館
な
ど
で
実
施 

申

請 

第一回懇談会 ５月１３日 

第二回懇談会 ８月１８日 

第三回懇談会 １０月１２日 

10
月
25
日
～
11
月
5
日 

▲沿川町内会との意見交換会 
（平成２２年11月５日 石巻中央公民館） 



３．プ ロ ム ナ ー ド ル ー ト 及 び 拠 点 の 選 定  
水辺の景観や点在する観光ポイント、地区の特徴、堤防整備や散策路の有無などを総合的に勘案して、５ルート８拠点を選定。 

いしのまき水辺の緑のプロムナード計画 
ルート及び拠点（５ルート８拠点） 

中 心 地 

雲雀野海岸 

① 

② ③ 

④ 

⑤ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 
Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

プロムナードルート 

拠 点 
①～⑤ 
Ａ Ｈ ～ 

凡  例 

中 心 地 

拠点 
ルート 

人の流れ 
（交流人口） 

水辺の緑のプロムナードによる 
中心市街地活性化の推進 

（点から面への交流人口の広がり） 
 

駅や市役所などの中心地から、中瀬などの「拠点」へと人の流
れをつくり、さらに「拠点」からプロムナードを通って次の「拠点」
やルートの往復により、中心地の点を面的な広がりへと展開。 
展開にあたっては、拠点の魅力を高めるとともに、プロムナード
を歩いてみたくなるようなイベントなどの企画が大切（例えば歴
史探訪ツアーなど） 
拠点には、機能として「トイレ」「休憩施設」「駐車場」「バス停（近
傍）」を備える必要性（ルート・拠点ごとに特徴あり）。 
中心地から拠点への移動については、みんなが利用でき、環
境にやさしい自転車も検討（自転車シェアリング）。 

点から面への展開
（模式図） 

中心市街地 

 
ルート「雲雀野海岸・日和大橋」 
拠 点「石巻港臨港緑地」 
 
 
ルート「旧北上川右岸下流」 
拠 点「文化センターと離島航路待合所」 
拠 点「旧丸光ビル周辺」 
拠 点「中瀬・内海橋」 
 
ルート「旧北上川左岸」 
拠 点「ヤマニシ造船所跡地」 

 
ルート「旧北上川右岸上流」 
拠 点「大橋地区」 

 

ルート「北北上運河」 
拠 点「運河交流館」 
拠 点「水と緑と子供たちの広場」 

１ 
Ａ 

２ 
Ｂ 
Ｃ 
Ｄ 

３ 
Ｅ 

４ 
Ｆ 

5 
Ｇ 
Ｈ 

雲雀野海岸（日和大橋を含む） 

旧北上川右岸下流（河口～門脇～住吉） 

旧北上川左岸（川口～湊～八幡） 

旧北上川右岸上流（水明～大橋～運河交流館） 

北北上運河（石井閘門～釜閘門） 

ルート及び拠点一覧 
※ブロック別に整理（破線でブロックを整理） 

ルート・拠点と中心地の連携 

ルートと拠点の配置の考え方 
 
ルートと拠点とは連携して機能するものとし、１つ
のルートには拠点を少なくとも１つ以上は配置。 
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４．雲 雀 野 海 岸 の ル ー ト 、 拠 点 、 ポ イ ン ト  

 雲雀野海岸は、石巻湾が望める素晴らしいロケーションとなっており、展望台からは往来する船や

遠くの島々が眺められる。特に日和大橋からは、雄大な石巻湾と市街地・旧北上川が眺望。 
 波の音そして潮風が心地よい。 
 臨港道路は交通量が多いが、近所の人は散歩などで歩道を歩いている姿を見かける。 
 雲雀野海岸の沿川には「濡れ仏」や巽（たつみ）神社や恩賜燈があり、石巻の歴史そして危険と隣

合わせだった千石船の船乗りたちの思いを今に伝えている（海岸の歴史探訪ポイント）。 
 日和大橋からは、石巻湾そして旧北上川河口部と市街地を一望できる素晴らしい風景が楽しめる 

雲雀野海岸の位置 

海岸沿いの臨港道路 

雲雀野海岸の展望台 

巽神社 
たつみ 

河口港石巻港の水難防止のた
め作られた燈台で、現在地より
川側にあったが移設されたもの
という 
 
注）碑にみえる北上川改修事務所 今
泉政勝氏は、明治44年～昭和９年に
行われた北上川改修工事を担当した
北上川改修事務所（昭和９年７月31
日廃止）の工手であり、昭和９年度は
同事務所石巻工場（石巻市門脇町海
岸通）勤務であった 
石巻工場は昭和６年～９年に施工さ
れた旧北上川河口導流堤を担当して
いた 
 

恩賜燈 

石巻絵図より 

４－１ 雲雀野海岸のポイント 

雲雀野公園の運動広場 

▲芝を整備し利活用の推進を図る 

雲 雀 野 海 岸 

海 岸 の 史 蹟 等 濡 れ 仏 
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拡大 

▲石巻絵図に描かれている濡れ仏 
日 和 大 橋 

日和大橋は市街地や海を一望できるすばらしい景観が楽しめる 



海辺の憩いそして心地よい汗を誘う 

「潮風ルート」 

ル
ー
ト
テ
ー
マ 

４－２ 雲雀野海岸・日和大橋  プロムナードルート 
 海辺を快適に潮風を身体に受けながら散策できるプロムナード（波の音を聞きな

がらウォーキングやジョギング、散歩） 
 ジョギングなどの運動での利用を考慮した工夫（⇒カラー舗装や距離標） 
 途中々休憩し、海辺の景色を眺められるよう配慮（⇒ベンチの設置） 
 植生については、潮風に強く、周辺環境と調和するものを検討。 

ル
ー
ト
方
向
性 

ルートイメージ 

利 活 用 方 策 
 水辺の緑のプロムナード計画ルートの中で唯一約１㎞もの一直線路と

なるプロムナードであり、散策という機能のほか、直線をいかしたマラ
ソンやジョギングなどのスポーツ面での活用も期待（⇒整備として例え
ば100ｍ間隔でカラー舗装の色を変えたり、距離標を設置して進んだ
距離がわかる工夫など）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 プロムナードの維持管理や利活用を推進するため、町内会などの市民
団体による清掃活動や植栽の管理、イベント企画・実施などを推進。 
 

水 辺 の 現 況 

清掃活動イメージ 

雲雀野海岸の状況。散策路が無く雑草が
茂っている。 

実

現

に

向

け

て 

雲雀野防波堤は、海岸浸食防止と越波防止として
効果を発揮し、堤内地の盛土は潮受として機能。 
散策路が無いため、海辺の散策は一部区間に限
定され、海岸に沿っての散策は厳しい状況。 
展望台が整備され、天気が良い日には往来する
船や遠くの島々が遠望できる。 

プロムナードの整備実現に向けてプロムナード計画を県へ提言（雲雀野海岸を管理する県と市との連携事業）。 
利活用を踏まえた整備を図る考えから、海岸を利用している人（例えば部活などで海岸を使って練習している高校生

そして散歩をしている方など）を対象とした聞き取り調査などを踏まえて、詳細な整備内容を検討。 
海岸植生のイメージ 

雲雀野海岸プロムナードのイメージ例 

① 
ルート 

車 

道 

防 
波 

堤 
石
巻
湾 

す
ば
ら
し
い
石
巻
湾
を
眺
め
ら
れ
る 

カラー舗装 

対面する人がぶつからず、すれ違える幅を確保 

休憩や（海）眺
めるためにベン
チを設置（憩い） 

潮風が吹き付ける場所のため
植物には厳しい環境。潮風に強
く景観に適した植生を検討 

（
臨
港
道
路
） 歩いた距離がわかりやすいように距離標の設置及び

縦断方向に舗装色を変える（カラー舗装）など工夫 

距
離
標 

縦断方向に違う色を配置する
カラー舗装のイメージ 

距離標イメージ 

海
辺
を
眺
め
ら
れ
る 

ベ
ン
チ
イ
メ
ー
ジ 

土砂（現況） 

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド 

雲雀野海岸の展望台 

潮風が吹き付けるため、植物が生育するには厳しい環境であり、植物の専門家などの意見を伺いながら、植生に取り

組む。また景観についても地元の方からの意見などを伺い検討する。 
臨港道路の横断については、横断できる場所を限定するように工夫するとともに、安全性が確保できるように検討す

る。 

▲海辺のウォーキングイメージ 

堤防内側に塗装を
行ってプロムナード
を強調（コンクリート
の耐久性も向上） 

 石巻湾からの心地よい風が吹き、
海岸に打ち寄せる波のサウンドや
往来する船や遠くの島々を眺めら
れるルートであり、景色を眺めなが
らくつろげる場所（⇒ベンチなど休
憩施設を設置） 

 プロムナード利用を推進す
る観点から、プロムナードを
使ったウォーキング講習会
やレクリエーションなどを企
画実施。 
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潮風と太陽を浴びながら運動やイベントを楽しむ 

「 い し の ま き 港 公 園 」 Ａ 
拠点 

 約10.2ｈａもの広大な敷地を活用して、大人数を集めるイベントの開催や運動などのレ
クリエーションを推進（現在は埋立していないので敷地は無い）。 

 また、家族で気持ちいい休日を過ごせることにも配慮（広い芝生）。 
 運動での利活用を目指す雲雀野海岸のプロムナードと連携したイベントの実施。 

拠
点
方
向
性 

拠 点 イ メ ー ジ 

水 辺 の 現 況 
石巻港港湾計画にて、臨港緑地（約１０．２ｈａ）
が計画されており、現在はまだ埋立が行われて
いない。 
絶えず海風が吹いており、波浪が発達する日は
波しぶきがかかる。、 

整 備 実 現 に 向 け て 

臨港緑地は３６５日の利活用（港振興）そしてプロ
ムナードとの連携による拠点機能を兼ねる。 
強い風を防御し、かつ緑地のシンボル（観光も視
野）として、南側に築山を設置。また沿岸には松な
ど潮風に強い樹木を植樹検討。 
雲雀野海岸プロムナードから緑地南端の展望台ま
で、プロムナードを配置 
緑地はイベント広場として活用し、そしてちびっこも
楽しめる施設を配置（石巻らしい臨港緑地）。 

 臨港緑地の埋立は、港湾整備として取り組むものであることから、国
県に対して臨港緑地の必要性や有効性、地域活性化への寄与などを
ＰＲ（要望）。 

 臨港緑地は、石巻港の地域振興策の一つとして掲げているものであり、
他の振興策である「港湾感謝祭」「大型客船誘致」を推進し、振興策の
進展（臨港緑地の整備）につなげていく。 

  （参考） 
   石巻港地域振興に掲げる３大プロジェクト 
    ・大型客船誘致による振興（イベント） 
    ・港湾感謝祭の盛大化による振興（イベント） 
    ・水辺の緑のプロムナードによる３６５日楽しい港づくり 

（イベントの時だけでなく公園やレクリエーションによる振興） 

▲ 雲雀野海岸の埋立予定地（臨港緑地予定地） 

140ｍ 

730ｍ 
約 

約 

海辺を散策できるプ
ロムナード（青色） 

車が約100台収容できる駐
車場（0.5ｈａ） 

（ 約 ８ 百 ｍ ） 

トイレ 

防風機能として植
樹（松など） 

10.2ｈａ 

ちびっこ広場 

展望広場（築山） 
風除けとしての
盛土。また展望
台を現在地から
移設 

レクリエーショ
ン広場 
（芝生広場） 
 

３ｈａ 
イベントでの利用
や各種スポーツ利
用など 

（遊具やジャブジャブ
水路など） 

茶色は高盛土（築山） 展望台 
（東屋） 

競技トラック 
練習やマラソン
競技として利用 

雲 雀 野 海 岸 臨港緑地全面積 

※当配置図はあくまでもイメージあり、臨港緑地の埋立等が本
格化する中で、具体な施設配置等を検討・設計 

臨港緑地施設の利活用（イメージ） 

レクリエーション広場でのイベント 競技トラックやプロムナードの利用 

ちびっこ広場では、遊具やジャブジャブ広場で子供たちの笑顔が見られます 

風除けのための築山と樹木は緑地のシンボルのほか観光としても活用 

臨 港 緑 地 イ メ ー ジ 図 

利 活 用 の 推 進 に 向 け て 
 プロムナードの全体や現在位置がわかるように案内看板やサイン

を整備して、プロムナードを巡る散策等を推進。 
 
 
 
 

 
 拠点の利活用の推進として 

イベントを企画・実施。 
 
 
 
 
 

 緑地の海辺で子供も安全に釣りが 
 出来るような工夫（海辺を散策でき 
 るプロムナードに工夫して整備） 

 
 
 

看
板
・
サ
イ
ン
の 

イ
メ
ー
ジ 

イ
ベ
ン
ト 

イ
メ
ー
ジ 

４－３ プロムナード拠点 石巻港臨港緑地 
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シンボルタワー 
（イメージ） 

石巻の特徴を備えたタ
ワー。津波避難として
の機能も兼ねる 

イメージ 
イメージ 

平
成
２
２
年
１
０
月
３
日 

石
巻
港
港
湾
感
謝
祭
の
風
景 

平
成
２
２
年
７
月
２
９
日 

大
型
客
船
「に
っ
ぽ
ん
丸
」初
入
港

イ
ベ
ン
ト
の
風
景 

いしのまき港公園 

水辺での釣りイメージ 
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